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区

問題1
（数学1)

分 標準的な解答例又は出題意図

出題意図

逆関数の導関数とマクロ ー リン展開に関する知識と理解を問う ．

解答例

(1)第1次導槻数，第2次導関数を求め，第3次苗閲数を求める．
y = tanー l Xとする ．
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(2) tan-1 xを3次の項までマクロ ー リン展開すると
x3

tan-l X = X- —+R4. 
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凡は4次の剰余項で，関数f(x)の第4次森関数を用いて以下のように表され
る．
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が， 0<0<1.

関数はtan-1 xであるから
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恥は以下のように表される
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> 1であることから
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11 したがってtan―しの近似値として一を用いた楊合，その誤差は一を超えない2 24 32 
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問題3

（情報基礎1)

標準的な解答例又は出題意図

出題意図

フィボナッチ数列を題材として、 再柿計箕、 メモ化、 べき乗計算の高速化の方法と、

それらの計算紐についての知識と理解度を問う。

解答例

(1) f (n-1) + f (n-2)（またはf(n-2) + f(n-1)) 

(2) a[i) = a[i-1] + a[i-2]（または a[i] = a[i-2] + a[i-1])

(3) O(n) ：第 n 項までの配列の各要素が高々定数回参照（書き込み 1 回、 加算時に

最大2回参照）されるため。

(4) (c) Y, X, Y（またはX, Y, Y) (d) X, X, X

(5) O(logn) ：関数 h の時問計箕鼠はかの時間計n量で抑えられ、 A” はO(logn) 回

の行列の乗箕で計算できるため。
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